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「コマクサ保護活動」 草津中学校１年生 総合学習の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々と連携したコマクサの移植・保護活動の歴史 

 本校の１年生は昭和５６年から学年行事としてコマクサの保護・復元に参加するようになった。それか

ら、関係町村による官民挙げての支援となるよう「本白根山のコマクサ保護、復元を進める会」が昭和６

１年に設立された。この会には、各種団体が参加し、コマクサの復元・保護活動の日取りや活動方法・内

容を検討し、活動を実施している。そして、およそ２０年間の活動の成果で本白根山のコマクサの復元が

ほぼ完了した。そのため、平成８年から組織を「本白根山系の高山植物を護る会」とし、新たにスタート

して現在に至っている。したがって、現在の活動は、復元よりも保護が中心の活動となっている。草津中

学校の長年の功績が評価され、平成１５年には環境省から地域環境美化功労者の表彰、平成１８年には緑

化推進功労者内閣総理大臣表彰を受けた。 

生徒たちは中学校に入るとコマクサ保護活動があることは知っているが、その意義は知らない。そこで、

現在では、このコマクサ保護活動を総合学習に位置づけ、生徒は、この学習からコマクサの歴史やこれま

での移植と保護の取り組みを知り、自分たちも実際に保護活動に取り組む。また、この保護活動に関連し

た草津町の環境に関する調べ学習も並行して行い、環境の意識を高めている。 

自然環境を考える総合学習としての活動 

コマクサ植え 

火山防災学習 

白根山の噴火・砂防ダム建

設を契機とした火山学習 

 平成 30 年の本白根山の噴火とそれを契機とした

殺生の砂防ダムの建設（令和 6 年完成）の見学を行

い草津町付近の火山の仕組みや危険性、それに対す

る防災の取り組みなどについて学習しました。 


